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関
ヶ
原
か
ら
国
道
三
六
五
号
を
米
原
市

内
に
入
り
、
春す

い

照じ
ょ
う

小
学
校
（
杉
澤
）
を
過

ぎ
て
、
弥
高
川
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
行

く
先
を
眺
め
る
と
、
道
は
村
居
田
ま
で
の

約
六．

五
キ
ロ
を
「
真
っ
直
ぐ
」
に
延
び

て
い
ま
す
。
村
居
田
の
先
の
横
山
の
北
端

龍た

つ

ヶが

鼻は

な

で
西
に
振
れ
た
あ
と
、
長
浜
市
東

上
坂
町
か
ら
長
浜
市
内
ま
で
約
六
キ
ロ
が

さ
ら
に
真
っ
直
ぐ
。
こ
れ
が
、
か
つ
て
の

東
海
道
線
関
ヶ
原
線
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
上
坂
か

ら
長
浜
市
内
へ
の
廃
線
路
は
、
い
ま
で
も

「
馬
車
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

長
浜
と
関
ヶ
原
を
結
ぶ
関
ヶ
原
線
は
、

新
橋
・
横
浜
間
（
明
治
五
年
）、
京
都
・
神

戸
間
（
一
〇
年
）、
京
都
・
大
津
間
（
一
二

年
）、
敦
賀
港
・
長
浜
間
（
一
五
年
）
や
、

明
治
一
三
年
に
北
海
道
開
拓
使
が
開
設
し

た
幌
内

ほ

ろ

な

い

鉄
道
に
次
ぐ
、
日
本
で
も
っ
と
も

早
い
時
期
に
開
業
し
た
路
線
で
す
。
明
治

二
年
の
廟び

ょ
う

議ぎ

決
定
で
は
、
一
番
目
に
建
設

す
べ
き
鉄
道
路
線
の
な
か
に
「
琵
琶
湖
辺

ヨ
リ
敦
賀
ニ
達
」
す
る
支
線
が
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
琵
琶
湖
畔
か
ら
大
陸
へ
の
門
戸

で
あ
る
敦
賀
港
に
至
る
鉄
路
が
、
太
平
洋

側
と
日
本
海
と
の
南
北
を
結
ぶ
構
想
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
ヶ
原
線
の
開
通
は
明
治
一
六
年
五
月

一
日
で
、
す
で
に
、
前
年
三
月
一
〇
日
に

は
、
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
を
除
く
長
浜
・
金

ヶ
崎
（
の
ち
の
「
敦
賀
港
」）
間
の
敦
賀
線

が
開
通
し
て
い
ま
し
た
。
関
ヶ
原
線
の
鉄

道
二
三
キ
ロ
は
、
当
初
、
京
阪
神
と
東
京

を
結
ぶ
幹
線
鉄
道
の
一
環
と
し
て
建
設
さ

れ
、
開
業
当
時
の
途
中
駅
は
春
照
に
置
か

れ
関
ヶ
原
・
長
浜
間
を
一
時
間
一
〇
分
程

度
で
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
一
五
年

に
は
長
浜
駅
が
開
業
し
、
明
治
一
六
年
九

月
に
就
航
し
た
第
一
・
二
太た

い

湖こ

丸ま

る

は
、
三

五
〇
人
乗
り
、
一
四
ノ
ッ
ト
（
時
速
二
五

キ
ロ
）
と
い
う
高
速
船
で
、
長
浜
・
大
津

間
を
二
時
間
余
り
で
結
び
ま
し
た
。
長
浜

は
京
阪
神
と
東
京
・
北
陸
を
結
ぶ
船
便
と

鉄
道
の
結
節
点
と
し
て
、
全
国
的
な
交
通

網
の
な
か
で
重
要
な
働
き
を
担
い
、
空
前

の
繁
栄
を
み
せ
ま
し
た
。

開
業
時
、
唯
一
の
駅
が
置
か
れ
た
春
照

で
は
、
村
を
上
げ
て
の
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム

に
わ
き
か
え
り
ま
し
た
。
駅
は
現
在
の

「
春
照
下
」
バ
ス
停
の
あ
た
り
で
す
が
、
そ

の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
は
「
ス
テ
ン
シ
ョ
」

と
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
ま
っ
て
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
照
の
中
心
街
か
ら

駅
に
向
か
う
連
絡
道
が
建
設
さ
れ
、
役
場

や
登
記
所
、
測
候
所
、
山
東
農
林
学
校
、

料
理
屋
や
宿
屋
が
建
ち
並
び
「
ス
テ
ン
シ

ョ
道
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
二
二
年
七
月
一
日
、
東

海
道
線
の
な
か
で
唯
一
船
便
に
頼
っ
て
い

た
長
浜
・
大
津
間
の
鉄
道
が
開
通
、
同
時

に
米
原
か
ら
長
岡
に
出
て
、
短
絡
線
を
使

い
深
谷

ふ

か

だ

に

（
大
野
木
）
で
関
ヶ
原
線
に
入
る

線
路
が
開
通
し
、
長
浜
・
深
谷
間
の
関
ヶ

原
線
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
米
原
を
通

過
す
る
新
橋
・
神
戸
間
の
東
海
道
線
が
全

通
し
、
結
節
点
と
し
て
の
役
割
が
米
原
に

移
り
ま
し
た
。

実
は
、
敦
賀
か
ら
琵
琶
湖
へ
の
連
絡
は

は
じ
め
米
原
の
計
画
で
し
た
。
し
か
し
、

長
浜
か
ら
関
ヶ
原
に
出
る
方
が
距
離
が
短

く
、
工
事
も
容
易
で
、
長
浜
に
は
連
絡
船

を
接
岸
す
る
充
分
な
湖
浜
が
あ
り
、
さ
ら

に
地
元
か
ら
の
熱
心
な
要
望
が
あ
り
、
関

ヶ
原
線
の
開
通
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
短
命
に
終
わ
っ
た
大
き
な
理
由
は
、
深

谷
の
操
車
場
に
後
押
し
用
の
機
関
車
が
常

置
さ
れ
る
ほ
ど
、
勾
配
が
あ
ま
り
に
も
急

だ
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
明
治
三
二
年
、

勾
配
緩
和
の
た
め
柏
原
経
由
に
付
け
替
え

ら
れ
、
こ
れ
を
機
に
、
長
浜
・
深
谷
間
は

レ
ー
ル
が
撤
去
さ
れ
道
路
に
転
用
、
大
正

八
年
に
乗
合
バ
ス
が
走
る
ま
で
、
上
坂
・

長
浜
間
を
乗
合
馬
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
馬
車
は
終
戦
前
の
一
時
期
に

燃
料
不
足
の
影
響
で
復
活
し
ま
し
た
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

伊
吹
山
麓
を
鉄
道
が
走
っ
た

―
関
ヶ
原
・
長
浜
間
開
業
１
３
１
年
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
112

早
期
開
業
さ
れ
た
重
要
路
線
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結
節
点
が
米
原
に


